







　 日 本 で は、18 歳 人 口 の 減 少 や、 法 的 規 制 緩 和 に よ る 大 学 の 新 設 ラ ッ シ ュ 等 の
影 響 を 受 け、「大 学 全 入 時 代」 を 迎 え た。 そ の 結 果 全 国 私 立 大 学 の 半 分 近 く が 定
員 割 れ し、 赤 字 法 人 が 1/3 以 上 に も 達 し て い る。 こ う し た 状 況 下 で は 大 学 の 経 営
の 効 率 化 は 喫 緊 の 課 題 と な っ て い る。 本 稿 で は 効 率 性 計 測 手 法 と し て よ く 用 い ら
れ る DEA を 用 い、 日 本 の 私 立 大 学 の 経 営 効 率 を 計 測 し 分 析 す る。
１．私立大学の現状と問題点
　 日 本 と ア メ リ カ の 私 立 大 学 の 年 間 収 入 状 況 を 比 べ る と、 日 本 の 私 立 大 学 の 収 入
構 造 は ひ ど く 偏 っ て い る こ と が わ か る。 資 産 運 用 収 入
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、 事 業 収 入、 寄 付 金、 手
数 料 を 合 わ せ て も 9％ 程 し か な い。 収 入 の 77％ は 学 生 納 付 金 に 依 存 し、 残 り は
補 助 金 に 依 存 し て い る。 し か し 国 家 財 政 の 厳 し さ も あ り、1980 年 か ら 経 常 費 補
助 金 は 急 激 に 減 少 し て い る。 こ の た め 大 学 の 経 営 の 効 率 化 は 必 須 で あ り、 大 学 の
経 営 効 率 に 関 す る 現 状 を 把 握 し て お く こ と は 重 要 で あ る。
２．先行研究と本稿の位置づけ
２．１　DEA を用いた先行研究
　 日 本 に お い て、私 立 大 学 の 効 率 性 を 分 析 し た 先 行 研 究 は、伊 多 波・山 崎 （2012）
が あ る。 伊 多 波 ・ 山 﨑 （2012） は DEA ／ Malmquist 生 産 性 指 数 を 用 い て、2000
年 度 か ら 2008 年 度 ま で の パ ネ ル デ ー タ に よ る 私 立 大 学 の 効 率 性 と 生 産 性 変 化 を
計 測 し、 効 率 性 に 影 響 を 与 え る 要 因 に つ い て 分 析 し た。 分 析 結 果 に よ り、 効 率 性
は 学 部 系 統 に よ っ て 違 う；小 規 模 な 大 学 よ り 大 規 模 な 大 学 の 方 が、経 営 改 善 に よ っ




て 効 率 性 が 高 め る 力 が 大 き か っ た な ど の こ と が 明 ら か と な っ た。
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２．２　本稿の位置づけ
　 私 立 学 校 法 第 47 条 に 基 づ き、9 割 以 上 の 私 立 学 校 法 人 が 財 務 諸 表 を 公 開 し て
い る が、 そ の ほ と ん ど が 学 校 法 人 全 体 の 財 務 情 報 で あ り、 大 学 単 体 の も の で は な
い。 た だ し、 学 校 法 人 の 内 部 補 助 に よ り、 大 学 部 門 が 赤 字 で も 経 営 を 維 持 す る こ
と が で き、 こ の こ と は 従 来 か ら 成 し て い た た め
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、 学 校 法 人 の 経 営 効 率 を 分 析 す
る 必 要 が あ る と 判 断 し た。 一 方、 大 学 単 体 の 分 析 は 財 務 デ ー タ を 必 要 と し な い 社
会 的 評 価 の 面 か ら 分 析 し た。 そ れ ら の 分 析 結 果 か ら、 今 お か れ て い る 大 学 全 体 の





　 本 稿 で 利 用 す る 分 析 方 法 DEA（包 絡 分 析 法）は、1978 年 に A.Charnes と W.W.Cooper
に よ っ て 開 発 さ れ た 評 価 法 で あ る。DEA は 個 々 の 事 業 体 （Decision Making Unit：
以 下、DMU） ご と に 最 適 化 を 行 う。DEA の 基 本 的 概 念 は、 分 析 対 象 と な る DMU
の 効 率 値 を
産 出 ( ア ウ ト プ ッ ト )
投 入 ( イ ン プ ッ ト )
で 定 義 す る。 よ り 少 な い 投 入 を よ り 多 く の 成 果 に 変 換 で き る DMU が 効 率 的 に 経
営 を 行 っ て い る。
３．２　分析対象
　 本 稿 で は 文 部 科 学 省 の ホ ー ム ペ ー ジ よ り 抽 出 し た 東 京 都 に あ る 私 立 大 学 を 対 象
と し た
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。 た だ し、 大 学 院 の み を 設 置 す る 大 学、 学 生 募 集 を 停 止 し た 大 学 と 分 析
に 必 要 と す る デ ー タ が 完 全 で な い 大 学 を 分 析 対 象 か ら 外 し た。 さ ら に、 資 金 収 支
計 算 書 に 付 属 病 院 の 収 支 と 職 員 数 に 病 院 職 員 が 含 ま れ て い る 13 校 は 異 常 値 と し








　 本 稿 は 「学 校 法 人」 と 「社 会 評 価」 の 二 つ の モ デ ル で 分 析 し、 イ ン プ ッ ト と ア
ウ ト プ ッ ト の 変 数 の 組 み 合 わ せ は 表 ２-1 の と お り で あ る。DEA に は、 規 模 に よ る
収 穫 を 不 変 と 仮 定 す る CCR モ デ ル と、 可 変 と 仮 定 す る BBC モ デ ル が あ る。 ま た、
適 用 目 的 に 応 じ て、 現 状 の 出 力 レ ベ ル を 維 持 し 入 力 を 縮 小 す る 「投 入 指 向 型」 モ
デ ル と、 入 力 レ ベ ル を 維 持 し 出 力 を 増 加 さ せ る 「産 出 指 向 型」 モ デ ル が あ る。 本
稿 は 「産 出 指 向 型」 の CCR モ デ ル と BCC モ デ ル を 用 い た。
３．４　分析ツール
　 分 析 ツ ー ル は 「DEAP」 を 使 用 し、 第 ３ 節 で 述 べ た 通 り に モ デ ル の 設 定 を し た。
３．５　データの出典
　 専 任 教 員 数、 専 任 職 員 数、 学 生 数 は 各 学 校 法 人 の 2016 年 度 事 業 報 告 書 か ら 抽
出 し た。 た だ し、 社 会 評 価 モ デ ル の 学 生 数 は 「学 部 生 数 ＋ 大 学 院 生 数」 と す る。
消 費 支 出、 資 産 運 用 収 入、 事 業 収 入 は 各 学 校 法 人 の 2016 年 度 資 金 収 支 計 算 よ り
抽 出 し た。 消 費 支 出 は 「総 支 出 - 人 件 費」 と し、 資 産 運 用 収 入 は 「受 取 利 息 ＋
受 取 配 当 金」 と す る。 科 学 研 究 費 補 助 金 は 文 部 科 学 省 「平 成 28 年 度 科 学 研 究 費
助 成 事 業 の 配 分 に つ い て」 よ り 抽 出 し た。 実 就 職 率 は 大 学 受 験 パ ス ナ ビ の ホ ー ム
ペ ー ジ よ り 各 大 学 の
就 職 者 総 数 ( 医 ・ 歯 学 部 の 場 合 ＋ 研 究 医 師 数 )
卒 業 者 総 数 ― 進 学 者 総 数
を 計 算 し た も の で あ る。 実 質 倍 率 は 代 々 木 ゼ ミ ナ ー ル の ホ ー ム ペ ー ジ よ り 抽 出 し
た。
４．分析結果と考察
　 本 章 は、 第 １ 節 と 第 ２ 節 で 分 析 結 果 を 私 立 大 学 の 規 模 別 ・ 系 統 別 に 分 類 し 考 察
し た。 第 ３ 節 で は 個 別 大 学 に 焦 点 を 当 て、 効 率 的 ま た は 非 効 率 的 に な る 要 因 を 推
測 し た。 表 ４ － １ に 規 模 の 効 率 性 を 表 す 「SE」 な ど も 入 れ た。「crs」 は 規 模 に 対
し て 収 穫 一 定、「irs」 は 規 模 に 対 し て 収 穫 逓 増、「drs」 は 規 模 に 対 し て 収 穫 逓 減
を 示 す。SE は 次 式 の よ う に 定 義 さ れ る。
SE= θ CCR/ θ BCC
４．１　規模別考察
　 学 生 数 に よ る 規 模 別 に 分 類 し た 計 測 結 果（表 ４- １）か ら は 次 の こ と が み ら れ る。
① CCR モ デ ル も BCC モ デ ル も 学 校 法 人 ・ 社 会 評 価 モ デ ル で は 学 生 数 15,000 人 以
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上 が も っ と も 効 率 値 が 高 い。 ② 学 校 法 人 モ デ ル で は、CCR モ デ ル に よ る 効 率 値 の
全 体 平 均 は 0.746 で あ る た め、 技 術 効 率 性 に は 25.4% の 非 効 率 が 存 在 す る。SE は
0.909 で あ る た め、 規 模 の 効 率 性 は 全 体 で 9.1% の 改 善 の 余 地 が あ る。 こ れ ら か
ら、 学 校 法 人 モ デ ル に お け る 非 効 率 は 規 模 よ り 運 営 に 要 因 が あ る と い え る。 こ れ
は、 社 会 評 価 モ デ ル で も 同 様 で あ る。 ③ 学 校 法 人 モ デ ル の SE は、「0-1,000」 か
ら 「8,001-10,000」 ま で の 値 が 逓 増 し て い る。「3,001-5,000」 と 「5,001-8,000」 以
外 の DRS は 0％ と な っ て い る た め、10,000 人 以 下 は 規 模 の 経 済 が 存 在 す る 可 能 性
が あ る。 ④ 社 会 評 価 モ デ ル で は 「0-1,000」 以 外、irs は 全 て 0% で あ る た め、 規
模 の 経 済 が 存 在 し な い と い え る。 ③、 ④ よ り、 規 模 の 経 済 は 必 ず 存 在 す る と 言 え
な い た め、 以 降 で は CCR モ デ ル の 分 析 結 果 の み を 考 察 す る。
４．２　学部系統別考察
　 学 校 法 人 は 学 部 系 統 別 に 分 類 す る こ と が 不 可 能 な た め、 社 会 評 価 モ デ ル を 分 類
し た 結 果 に 沿 っ て 分 類 し た。 分 類 方 法 は 日 本 私 立 学 校 振 興 ・ 共 済 事 業 団 の 『今 日
の 私 学 財 政』 の 学 部 系 統 別 区 分 方 法 を 参 考 に し た （表 ４-2）。 学 部 系 統 別 に 効 率
値 を 比 較 し た 結 果 は 以 下 で あ る。 ① 社 会 評 価 モ デ ル に お い て、 効 率 値 が 一 番 高 い
の は 「医 ・ 歯 ・ 薬 ・ 保 健 系 単 科」 で あ り、 効 率 値 が 一 番 低 い の は 「医 ・ 歯 ・ 薬 学
部 他 複 数」 で あ る が、 こ れ ら の 学 校 法 人 モ デ ル に お け る 効 率 値 の 順 位 は 正 反 対 で
あ る。 ② 社 会 評 価 モ デ ル に お い て、 ２ 位 は 「人 文・社 会 科 学 系 単 科」、 続 け て 「理
工 系 学 部 他 複 数 」、「 文 系 学 部 他 複 数 」、 こ れ ら は 全 て 全 体 平 均 を 上 回 っ て い る。
③ 学 校 法 人 モ デ ル に お い て、 単 科 大 学 の 効 率 値 は 全 て 全 体 平 均 を 下 回 っ て い る と
い う 傾 向 が 見 ら れ る。
４．３　大学別考察
　 第 １ に 医・歯・薬 学 部 他 複 数 に つ い て 取 り 上 げ る （表 ４- ３）。 学 校 法 人 モ デ ル
に お い て 効 率 的 と 測 定 さ れ た の は 東 京 薬 科 大 学 で あ る。 次 に 効 率 値 が 高 い の は 東
京 理 科 大 学 で あ る。 こ れ ら の 産 出 デ ー タ を 見 る と、 規 模 に 対 し 科 学 研 究 費 補 助 金
と 事 業 収 入 の 値 が 大 き い。 社 会 評 価 モ デ ル に お い て 最 も 効 率 値 が 高 い の は 武 蔵 野
大 学 で あ る。 武 蔵 野 大 学 は 薬 学 部 と 看 護 学 部 以 外、 学 生 に 人 気 な 文 系 学 部 を 多 く
設 置 し て い る。
　 第 ２ に、 理 工 系 学 部 他 複 数 に つ い て 取 り 上 げ る （表 ４- ４）。 社 会 評 価 モ デ ル に
お い て 効 率 的 と な っ た の は 駒 澤 大 学 と 東 京 電 機 大 学 で あ る。 駒 澤 大 学 は 理 工 系 学
部 よ り 文 系 学 部 の 方 を 多 く 設 置 し て い る。 東 京 電 機 大 学 に つ い て は 実 就 職 率 の 高
さ が 目 立 っ た。 学 校 法 人 モ デ ル に お い て 効 率 的 と な っ た 学 校 法 人 は 帝 京 科 学 大 学
以 外 全 て 10,000 人 以 上 の 規 模 で あ り、 科 学 研 究 費 ・ 資 産 運 用 ・ 事 業 収 入 が 多 い
傾 向 が あ っ た。
　 第 ３ に、 文 系 学 部 他 複 数 に つ い て 取 り 上 げ る （ 表 ４- ５）。 専 修 大 学 は 社 会 評
価 モ デ ル・学 校 法 人 モ デ ル の 両 方 に お い て 効 率 的 と 測 定 さ れ、「文 系 学 部 他 複 数」
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の 中 で 学 生 数 と 科 学 研 究 費 補 助 金 が も っ と も 多 い こ と が 目 立 っ た。 社 会 評 価 モ デ
ル に お い て 東 京 未 来 大 学 と 明 治 学 院 大 学 も 効 率 的 と な っ た。 東 京 未 来 大 学 の 実 就
職 率 は 0.903 と 非 常 に 高 い。 東 京 未 来 大 学 の 学 校 法 人 モ デ ル の 効 率 値 は 0.541 と
非 常 に 低 く、 学 生 数 の 規 模 に 対 し、 科 学 研 究 費 補 助 金 と 資 産 運 用 収 入 が 非 常 に 少
な い か ら だ と 考 え ら れ る。
　 第 ４ に、 医・歯・薬・保 健 系 単 科 に つ い て 取 り 上 げ る （表 ４- ６）。 日 本 赤 十 字
看 護 大 学 の 社 会 評 価 モ デ ル は 効 率 的 だ と 測 定 さ れ た が、 学 校 法 人 モ デ ル の 効 率 値
は 最 下 位 の 0.323 と な っ て い る。 社 会 評 価 モ デ ル に お い て、 効 率 値 が 0.404 と 一
番 低 い の は 東 京 医 療 保 健 大 学 で あ り、 教 員 数 と 職 員 数 の 規 模 に 対 し、 学 生 数 が 非
常 に 少 な い。
　 第 ５ に、 人 文 ・ 社 会 科 学 系 単 科 に つ い て 取 り 上 げ る （表 ４- ７）。「人 文 ・ 社 会
科 学 系 単 科」 は 教 員 数 ・ 職 員 数 の 規 模 に 対 し、 学 生 数 が 多 い と い う 傾 向 が あ る た
め、 社 会 評 価 モ デ ル の 平 均 効 率 値 は 学 部 系 統 別 で は ２ 位 を 占 め て い る。 と く に 効
率 的 と な っ た 日 本 社 会 事 業 大 学 は 学 生 数 に 対 し て 教 員 数 ・ 職 員 数 が 少 な く、 実 就
職 率 も 0.907 と 「人 文 ・ 社 会 科 学 系 単 科」 の 中 で 最 も 高 い。
　 第 ６ に、 そ の 他 複 数 と そ の 他 単 科 に つ い て 取 り 上 げ る （表 ４- ８）。 社 会 評 価 モ
デ ル に お い て 効 率 的 で あ っ た の は 学 習 院 女 子 大 学、 東 京 女 子 体 育 大 学、 こ ど も 教
育 宝 仙 大 学、 白 梅 学 園 大 学 で あ る。 ま た、 武 蔵 野 美 術 大 学 を 除 き 芸 術 系 大 学 は 社
会 評 価 モ デ ル の 効 率 値 が 低 い の が 目 立 っ た。 芸 術 系 大 学 の 卒 業 生 は 必 ず し も 進 学
と 就 職 を し な い た め、 実 就 職 率 が 低 い か ら だ と 考 え ら れ る。
５．まとめ
　 規 模 別 考 察 で は、 学 校 法 人 の 経 営 効 率 は 10,000 人 以 下 ま で は 規 模 の 経 済 が 存
在 す る 可 能 性 が あ る と わ か っ た。 し か し、 社 会 評 価 モ デ ル に お い て は 規 模 の 経 済
が 見 ら れ な か っ た。 学 部 系 統 別 考 察 で は 第 ４ 章 第 ２ 節 と 第 ３ 節 に 書 い た と お り で
あ る。 し か し、 効 率 的 と 非 効 率 的 と 測 定 さ れ た 大 学 の 特 徴 と 要 因 を 分 析 す る 際、
主 観 が 入 っ た た め、 以 下 の 3 点 が 今 後 の 課 題 と な る。
１、 投 入 変 数 と 産 出 変 数 が 多 数 あ る た め、 効 率 値 に 影 響 を 与 え た 変 数 の 特 定 は 難
　 　 し か っ た。
２、 社 会 評 価 モ デ ル の 定 義 と 「実 質 倍 率」 の 意 義 が 重 複 し た た め、 要 因 分 析 の 参
　 　 考 に な ら な い。
３、 芸 術 系 大 学 は 卒 業 生 が 進 学 や 就 職 を 選 ぶ 人 が 少 な い 傾 向 が あ る た め、 実 就 職
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表 ４ － １ 　2016 年 度 　 規 模 別 技 術 効 率 値 （N=85）
１大学あたり学生数 0- 1,001- 2,001- 3,001- 5,001- 8,001- 10,001- 15,001 全体
学校法人
法人数 4 7 13 10 15 2 17 17 8
CCR 0.515 0.608 0.648 0.715 0.791 0566 0.764 0.915 0.746
BCC 0.904 0.813 0.797 0.759 0.819 0.568 0.783 0.938 0.823
SE 0.580 0.750 0.823 0.944 0.965 0.995 0.976 0.972 0.909
drs 0% 0% 0% 10% 27% 0% 18% 41% 18%
crs 0% 0% 8% 10% 20% 0% 6% 47% 16%
irs 100% 100% 92% 80% 53% 100% 76% 12% 66%
社会評価
大学数 9 14 13 10 15 5 9 10 8
CCR 0.805 0.696 0.669 0.698 0.682 0.781 0.844 0.859 0.741
BCC 0.885 0.853 0.883 0.898 0.934 0.925 0.938 0.987 0.910
SE 0.901 0.799 0.761 0.779 0.730 0.843 0.897 0.868 0.811
drs 45% 71% 85% 100% 100% 100% 78% 80% 82%
crs 33% 29% 15% 0% 0% 0% 22% 20% 15%
irs 22% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 0% 2%
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医・歯・薬学部他複数 4 0.876 0.591
理工系学部他複数 29 0.825 0.773
文系学部他複数 25 0.757 0.754
医・歯・薬・保健系単科 6 0.537 0.821
人文・社会科学系単科 4 0.724 0.807
その他複数とその他単科 17 0.644 0.659
全体平均 0.746 0.741












































































































その他複数 東京家政学院大学 0.610 0.509
その他単科
学習院女子大学 0.625 1.000
国際基督教大学 0.904 0.402
東京女子大学 0.824 0.714
ルーテル学院大学 0.449 0.909
東京聖栄大学 0.413 0.748
東京女子体育大学 0.768 1.000
日本女子体育大学 0.641 0.744
こども教育宝仙大学 0.651 1.000
白梅学園大学 0.773 1.000
上野学園大学 0.438 0.485
国立音楽大学 0.372 0.426
多摩美術大学 0.483 0.510
東京音楽大学 0.675 0.310
桐朋学園大学 0.830 0.354
武蔵野音楽大学 0.497 0.282
武蔵野美術大学 1.000 0.815
平均 0.644 0.659
全体平均 0.746 0.741
